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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 13,922 13.0 382 14.1 527 53.1 155 43.9

2026年３月期第１四半期 12,323 △10.0 335 △63.7 344 △69.1 107 △85.8

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 792百万円（870.2％） 2026年３月期第１四半期 81百万円（△95.7％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 7.32 －

2026年３月期第１四半期 4.94 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 80,370 59,776 74.4 2,829.94

2026年３月期 82,922 61,401 74.0 2,873.40

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 59,776百万円 2026年３月期 61,401百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 45.00 － 70.00 115.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 45.00 － 70.00 115.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 33,800 11.5 3,150 20.8 3,250 20.2 2,300 20.3 108.93

通期 73,000 4.2 8,000 12.9 8,100 8.4 5,880 0.0 278.95

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※「１株当たり当期純利益」の算定に使用した期中平均株式数は、本日（2026年８月６日）公表いたしました「自己株式取得に係る事項の決定に

関するお知らせ」に記載した自己株式の取得の影響を考慮しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 23,781,394株 2026年３月期 23,781,394株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 2,658,380株 2026年３月期 2,412,636株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 21,195,730株 2026年３月期１Ｑ 21,832,190株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.9「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想・配当等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断す

る一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.4「連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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前第１四半期連結累計期間
(2026年3月期) (百万円)

当第１四半期連結累計期間
(2027年3月期) (百万円)

増減率（％）

受注高 18,921 22,811 20.6

売上高 12,323 13,922 13.0

営業利益 335 382 14.1

経常利益 344 527 53.1

親会社株主に帰属する四半期

純利益
107 155 43.9

受注高

（百万円）

売上高

（百万円）

営業利益又は営業損失

（△）（百万円）

装 置 事 業 20,341 11,963 480

サ ー ビ ス 事 業 2,077 1,763 △74

そ の 他 事 業 531 330 △20

連 結 消 去 △139 △134 △3

計 22,811 13,922 382

１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間の当社グループの事業環境につきましては、中期経営計画のターゲット市場としている

AI半導体分野では、主に日本、中国、北米、台湾において電子部品・電子機器の試験需要が堅調に推移いたしまし

た。衛星通信分野では、北米において低軌道衛星を運用する民間企業からの試験需要が引き続き好調に推移いたしま

した。

　当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は北米がAI半導体分野・衛星通信分野において好調

に推移するとともに、中国も電子部品・電子機器分野において大型案件の受注が増加いたしました。また、前期低調

であった欧州、韓国において試験需要の回復が見られ、前年同四半期比で20.6％増加し22,811百万円となりました。

売上高につきましては、環境試験器及びエナジーデバイス装置において、主に顧客都合により大型案件の計上時期が

第２四半期にずれ込んだものの、13.0％増加の13,922百万円となりました。利益面につきましては、受注高の伸長に

伴い販管費は増加いたしましたが、増収により、営業利益は前年同四半期比で14.1％増加し、382百万円となりまし

た。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては前年同四半期比で43.9％増加し、155百万円となりました。

　セグメント別の業績

　　当第１四半期連結累計期間のセグメント別業績
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前第１四半期連結累計期間
(2026年3月期) (百万円)

当第１四半期連結累計期間
(2027年3月期) (百万円)

増減率（％）

受注高 15,755 20,341 29.1

売上高 10,344 11,963 15.7

営業利益 418 480 14.8

前第１四半期連結累計期間
(2026年3月期) (百万円)

当第１四半期連結累計期間
(2027年3月期) (百万円)

増減率（％）

受注高 2,266 2,077 △8.3

売上高 1,832 1,763 △3.8

営業損失（△） △41 △74 －

前第１四半期連結累計期間
(2026年3月期) (百万円)

当第１四半期連結累計期間
(2027年3月期) (百万円)

増減率（％）

受注高 1,025 531 △48.1

売上高 256 330 29.1

営業損失（△） △41 △20 －

＜装置事業＞

　環境試験器につきましては、国内市場では、汎用性の高い標準製品、カスタム製品ともに受注高は前年同四半期並

みとなりましたが、売上高は大型案件の計上時期が第２四半期にずれ込んだことにより、減少いたしました。海外市

場におきましては、前年同四半期比で受注高は北米、中国において大幅に増加するとともに、欧州、韓国、東南アジ

アも増加いたしました。売上高は北米、中国、東南アジア、台湾が増加し、欧州、韓国は減少いたしました。

　エナジーデバイス装置につきましては、EVバッテリー向け充放電評価システムの案件を獲得し、受注高は前年同四

半期比で増加いたしましたが、売上高は大型案件の計上時期が第２四半期にずれ込んだことにより、減少いたしまし

た。

　半導体関連装置につきましては、試験需要は堅調に推移しておりますが、当第１四半期においては受注高・売上高

ともに減少いたしました。

　こうした結果、装置事業全体では、前年同四半期比で受注高は29.1％増加し20,341百万円、売上高は15.7％増加し

11,963百万円となりました。利益面につきましては、受注高の伸長に伴い販管費は増加いたしましたが、増収によ

り、営業利益は前年同四半期比で14.8％増加し480百万円となりました。

＜サービス事業＞

　アフターサービス・エンジニアリングにつきましては、予防保全サービス・修理サービスともに堅調に推移し、前

年同四半期比で受注高・売上高ともに増加いたしました。

　受託試験・レンタルにつきましては、受託試験サービスにおいて、EV需要減速に伴う自動車関連の投資抑制や開発

計画変更の影響を受け、前年同四半期比で受注高・売上高ともに減少いたしました。

　こうした結果、サービス事業全体では、前年同四半期比で受注高は8.3％減少し2,077百万円、売上高は3.8％減少

し1,763百万円となりました。利益面につきましては、アフターサービスにおいて技術料改定により収益性の改善が

進んだものの、受託試験サービスの減収により、74百万円の営業損失となりました。

＜その他事業＞

　環境保全事業及び植物育成装置事業を中心とするその他事業では、緑地の改修工事に関する案件を引き続き獲得し

たものの、植物工場の大型案件のあった前年同四半期比で受注高は48.1％減少し531百万円となりました。一方、売

上高につきましては、前期受注の植物工場の計上により、29.1％増加し330百万円となりました。利益面につきまし

ては、前年同四半期比で改善したものの、20百万円の営業損失となりました。

※　当社グループにおいては、お客さまの予算執行の関係により、契約上の納期が第２・第４四半期に集中する傾向

が強いため、四半期別の売上高をベースとする当社グループの経営成績には著しい季節的変動があります。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は80,370百万円で、前連結会計年度末と比べ2,551百万円の減少とな

りました。その主な要因は、前連結会計年度末に計上された売上債権（受取手形、売掛金及び契約資産並びに電子記

録債権）の回収による減少9,490百万円、現金及び預金の増加4,331百万円、受注残高の増加による仕掛品等の棚卸資

産の増加1,965百万円等によるものであります。また、負債は20,593百万円で前連結会計年度末と比べ927百万円の減

少となり、その主な要因は、未払法人税等の減少577百万円、未払消費税等その他流動負債の減少287百万円、賞与引

当金の増加249百万円、仕入債務（支払手形及び買掛金並びに電子記録債務）の減少178百万円、短期借入金の減少

150百万円等によるものであります。純資産は59,776百万円で前連結会計年度末と比べ1,624百万円の減少となりまし

た。主な要因は、当第１四半期連結累計期間において親会社株主に帰属する四半期純利益が155百万円計上された一

方、配当金として1,523百万円が剰余金処分されたこと等による利益剰余金の減少1,367百万円、企業環境の変化に対

応した機動的な資本政策の遂行及び株主還元策の一環による自己株式の取得等による減少894百万円、円安進行に伴

う為替換算調整勘定の増加498百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績につきましては、現時点において業績計画を修正すべき状況が発現し

ていないことから、当初の業績予想を修正しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,696 19,027

受取手形、売掛金及び契約資産 18,947 12,255

電子記録債権 8,466 5,668

商品及び製品 2,720 2,887

仕掛品 3,861 5,474

原材料及び貯蔵品 5,650 5,835

その他 2,151 2,378

貸倒引当金 △56 △57

流動資産合計 56,438 53,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,254 6,199

土地 5,271 5,278

その他（純額） 4,591 4,866

有形固定資産合計 16,117 16,343

無形固定資産

のれん 1,117 1,076

その他 662 635

無形固定資産合計 1,779 1,711

投資その他の資産 8,587 8,845

固定資産合計 26,483 26,900

資産合計 82,922 80,370

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,189 4,382

電子記録債務 2,229 1,857

短期借入金 280 130

未払法人税等 1,037 459

資産除去債務 19 19

賞与引当金 659 908

役員賞与引当金 17 －

製品保証引当金 277 269

受注損失引当金 16 2

その他 8,317 8,030

流動負債合計 17,044 16,060

固定負債

長期借入金 331 331

退職給付に係る負債 107 109

株式給付引当金 － 9

役員株式給付引当金 176 185

役員退職慰労引当金 2 2

資産除去債務 26 26

その他 3,832 3,868

固定負債合計 4,476 4,533

負債合計 21,521 20,593

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,895 6,895

資本剰余金 7,469 7,469

利益剰余金 44,764 43,396

自己株式 △5,417 △6,311

株主資本合計 53,711 51,449

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,898 3,057

土地再評価差額金 △678 △678

為替換算調整勘定 5,095 5,594

退職給付に係る調整累計額 373 354

その他の包括利益累計額合計 7,689 8,327

純資産合計 61,401 59,776

負債純資産合計 82,922 80,370
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 12,323 13,922

売上原価 8,125 9,187

売上総利益 4,197 4,735

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,157 1,319

賞与引当金繰入額 99 91

製品保証引当金繰入額 26 23

株式給付引当金繰入額 － 3

役員株式給付引当金繰入額 13 8

のれん償却額 62 40

その他 2,503 2,865

販売費及び一般管理費合計 3,862 4,353

営業利益 335 382

営業外収益

受取利息 13 16

受取配当金 49 60

補助金収入 － 48

為替差益 － 14

その他 30 27

営業外収益合計 94 166

営業外費用

支払利息 9 8

支払手数料 2 9

為替差損 70 －

その他 2 4

営業外費用合計 85 21

経常利益 344 527

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 0 7

特別損失合計 0 7

税金等調整前四半期純利益 344 520

法人税、住民税及び事業税 237 365

四半期純利益 107 155

親会社株主に帰属する四半期純利益 107 155

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 107 155

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 363 158

為替換算調整勘定 △376 498

退職給付に係る調整額 △12 △19

その他の包括利益合計 △26 637

四半期包括利益 81 792

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 81 792

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積も

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率

を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっており

ます。

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２装置事業

サービス
事業

その他事業

売上高

外部顧客への売上高 10,313 1,757 252 12,323 － 12,323

セグメント間の内部売上高
又は振替高

30 74 3 109 △109 －

計 10,344 1,832 256 12,432 △109 12,323

セグメント利益又は損失（△） 418 △41 △41 335 △0 335

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２装置事業

サービス
事業

その他事業

売上高

外部顧客への売上高 11,915 1,676 330 13,922 － 13,922

セグメント間の内部売上高
又は振替高

48 86 0 134 △134 －

計 11,963 1,763 330 14,057 △134 13,922

セグメント利益又は損失（△） 480 △74 △20 385 △3 382

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第１四半期連結累計期間において、のれんの金額に重要な変動はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第１四半期連結累計期間において、のれんの金額に重要な変動はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 493百万円 482百万円

のれんの償却額 62 40

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

（重要な後発事象）

(自己株式の取得）

　当社は、2026年８月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。詳細につきましては、本日公表

の「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」をご参照ください。
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